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令和３年
第1回定例会
３/４～３/11

　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
８
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
は
、
会
期
の
短
縮
や
一
般

質
問
の
時
間
短
縮
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
の
対
策
を
講
じ
た
な
か
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
に
は
、
町
長
よ
り
、
令
和
３
年
度
町
政
執
行
方
針
の
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、

29
議
案
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
２
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え
を
質
し
、
そ
の
後
、

議
案
29
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

11
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
付
託
さ
れ

た
案
件
の
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、
全
議

案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
茨

城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
を
行
い
、

田
家
勇
作
議
長
が
引
き
続
き
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
長
よ

り
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案
３
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　  7279万円（前年度比２％減）

特別会計及び企業会計
106億5279万円【前年度比1.7％増】

企 業 会 計

特 別 会 計
国 民 健 康 保 険
特　別　会　計
37億5133万円
前年度比 2.2%減

後期高齢者医療保険
特 　 別 　 会 　 計
4億3178万円
前年度比 0.8%増

介護保険特別会計

34億2743万円
前年度比 4.1%増

水 道 事 業 会 計

14億5517万円
前年度比 8.9%増

工業用水道事業会計

260万円
前年度比 46.0%減

農業集落排水事業会計

4億6464万円

公共下水道事業会計

11億1984万円

民生費
42億2186万円
（35.4％）

総務費
19億640万円
（16.0％）

町税
36億3747万円
（30.5％）

地方交付税
26億3500万円
（22.1％）

国県支出金
27億8740万円
   （23.4％）

前年度比 1.7%減 前年度比 1.7%増

茨城町　議会だより　許

３月定例会のあらまし



一般会計　119億2000万円【前年度比5.2％減】

令和３年度当初予算を可決 総額225億　　

歳入（財源）
その他
12億4943万円
（10.4％）

歳出（使いみち）

公債費
8億9696万円

（7.5％）

農林水産業費
6億8682万円

（5.8％）

消防費
4億4389万円

（3.7％）

商工費
1億5528万円

（1.3％）

その他
1億3863万円

（1.2％）

地方消費税交付金
 6億8500万円
（5.8％）

一般会計

町債
9億2570万円（7.8％）

民生費
42億2186万円
（35.4％）

民生費
42億2186万円
（35.4％）

民生費
42億2186万円
（35.4％）

総務費
19億640万円
（16.0％）

総務費
19億640万円
（16.0％）

総務費
19億640万円
（16.0％）

衛生費
10億6997万円

（9.0％）
土木費
12億6837万円
（10.6％）

教育費
11億3182万円
（9.5％）

町税
36億3747万円
（30.5％）

町税
36億3747万円
（30.5％）

町税
36億3747万円
（30.5％）

地方交付税
26億3500万円
（22.1％）

地方交付税
26億3500万円
（22.1％）

地方交付税
26億3500万円
（22.1％）

国県支出金
27億8740万円
   （23.4％）

国県支出金
27億8740万円
   （23.4％）

国県支出金
27億8740万円
   （23.4％）

歳入（財源）
　新型コロナウイルス感染
症の影響や震災復興特別
交付税がなくなることなど
により減。２億８千万円の
財政調整基金取り崩しで
財源を確保。

歳出（使いみち）
　少子高齢化の影響による
医療費や子育て支援費など
は増加。普通建設事業費を
抑制するなど、社会保障制
度を維持しながら、各分野
において新規事業費を計上。

距　茨城町　議会だより

３月定例会のあらまし



令和３年度の主な新規事業等

結婚相談支援事業費 275万円 新型コロナウイルスワクチン接種事業費
1億8800万円

円滑かつ速やかなワクチン接種を実現する
ため、予防接種体制の整備などを実施する。

少子化対策の一環として、新たに結婚相談
支援センターを設立し、結婚を希望する方
の支援強化に努める。

サイクルツーリズム推進事業費
143万円

新たな観光資源の創出を図るため、サイク
リングによるイベントの開催やサイクルサ
ポートステーションの整備・拡充を図る。

道路新設改良事業費 1億5605万円
中石崎地内町道１２０号線バイパス化新設
改良工事などを引き続き実施し、生活関連
道路の整備促進に努める。

運動公園陸上競技場芝生化事業費
396万円

各種スポーツ競技やイベントなどに幅広く
対応するため、運動公園内の陸上競技場を
芝生化する。

学校給食共同調理場施設再整備事業費
9億5511万円 (令和２年度繰越予算を含む )

令和３年９月の供用開始に向け、外構工事
を含めた建設工事や備品の調達などを進め
る。

茨城町　議会だより　鋸

３月定例会のあらまし



漁　茨城町　議会だより

３月定例会のあらまし

茨
城
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
し
、
利

用
者
の
人
権
擁
護
、
虐
待
防
止
等
の
対

策
と
し
て
必
要
な
体
制
整
備
を
行
い
、

従
業
員
に
対
し
研
修
の
実
施
を
求
め
る

な
ど
の
改
正
。

【
賛
成
多
数
】

茨
城
町
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者

の
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防

支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
対
し
、

利
用
者
の
人
権
擁
護
、
虐
待
防
止
等
の

対
策
と
し
て
必
要
な
体
制
整
備
を
行
い
、

従
業
員
に
対
し
研
修
の
実
施
を
求
め
る

な
ど
の
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
を
期

間
と
し
た
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
料
の
基
準
額

を
約
３
・
６
％
引
き
上
げ
る
な
ど
の
改

正
。

【
賛
成
多
数
】

茨
城
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
及
び

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者

に
対
し
、
利
用
者
の
人
権
擁
護
、
虐
待

防
止
等
の
対
策
と
し
て
必
要
な
体
制
整

備
を
行
い
、
従
業
員
に
対
し
研
修
の
実

施
を
求
め
る
な
ど
の
改
正
。【賛

成
多
数
】

茨
城
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業
者
に
対
し
、
利
用
者
の
人
権

擁
護
、
虐
待
防
止
等
の
対
策
と
し
て
必

要
な
体
制
整
備
を
行
い
、
従
業
員
に
対

し
研
修
の
実
施
を
求
め
る
な
ど
の
改
正
。

【
賛
成
多
数
】

可
決
さ
れ
た
議
案

　茨
城
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
防

疫
作
業
に
係
る
職
員
の
感
染
症
防
疫
作

業
手
当
に
つ
い
て
、
国
の
基
準
が
町
の

手
当
と
同
額
と
な
る
た
め
、
関
係
条
文

を
削
除
す
る
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
ご
み
処
理
施
設
建
設
基
金
の

設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て・基
金
に
つ
い
て
、
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
に
加
え
、
改
修
及
び
解
体
に
要
す

る
資
金
に
充
て
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

た
め
の
改
正
。　
 

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
運
動
広
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
フ
ォ
レ
ス
ト
ぬ
ま
さ
き
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
夜
間
照
明
設
備
を
設
置
し
た
こ
と
に

伴
い
、
施
設
使
用
料
に
夜
間
照
明
使
用

料
を
追
加
す
る
な
ど
の
改
正
。

　
　
　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
定

義
を
改
め
る
た
め
の
改
正
。

　
　
　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

唖

愛

阿

挨
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地域スポーツ活動のより一層の振興が期待されま地域スポーツ活動のより一層の振興が期待されますす



入
野
　
富
男
 議
員

賛
成
討
論

　
一
般
会
計
で
は
、
約
１
億
６
０
０

０
万
円
の
税
収
減
に
対
応
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
等
２
億
８
０
０
０
万

円
を
繰
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
普
通

建
設
事
業
費
を
抑
制
し
、
社
会
保
障

制
度
の
維
持
に
努
め
な
が
ら
も
、

「
結
婚
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
立
、

「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
」

等
の
取
組
は
、
議
会
に
お
け
る
一
般

質
問
等
を
考
慮
し
た
編
成
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、
重
点
的

な
配
分
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
を
評
価

す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
で

は
、
令
和
４
年
度
に
改
正
さ
れ
る
県

内
統
一
賦
課
方
式
に
よ
り
、
一
部
世

帯
へ
の
増
税
負
担
を
避
け
る
た
め
の

措
置
と
し
て
、
１
億
円
を
超
え
る
支

払
準
備
基
金
を
確
保
し
た
こ
と
は
、

計
画
的
に
先
を
見
据
え
た
編
成
で
あ

る
と
評
価
す
る
。
令
和
３
年
度
に
お

い
て
も
医
療
費
等
の
抑
制
を
は
か
り
、

さ
ら
な
る
基
金
の
充
実
に
努
め
、
保

険
税
の
過
重
な
負
担
を
避
け
る
た
め

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
は
、
要

介
護
認
定
者
の
増
加
に
伴
い
、
介
護

給
付
費
が
増
加
す
る
な
ど
の
厳
し
い

現
状
の
な
か
で
、
県
内
で
も
高
齢
化

率
の
高
い
当
町
が
保
険
料
基
準
額
の

伸
び
率
を
基
金
等
で
補
い
、
前
期
同

様
の
率
に
抑
え
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

介
護
保
険
は
人
間
的
な
生
活
の
質
を

保
つ
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

財
源
と
な
る
公
費
負
担
割
合
の
改
正

を
強
く
国
県
に
働
き
か
け
る
よ
う
求

め
る
。

　
以
上
に
よ
り
原
案
賛
成
討
論
と
す

る
。

茨城町　議会だより　禦

３月定例会のあらまし

茨
城
町
企
業
誘
致
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
茨
城
工
業
団
地
及
び
茨
城
中
央
工
業

団
地
の
企
業
立
地
を
引
き
続
き
促
進
す

る
た
め
、
令
和
３
年
３
月
　
日
を
も
っ

31

て
効
力
を
失
う
本
条
例
の
適
用
期
間
を

５
年
間
延
長
す
る
な
ど
の
改
正
。

　
　
　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和
３
年
３
月
　31

日
を
も
っ
て
茨
城
県
が
対
象
区
域
か
ら

除
外
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
茨
城
工
業

団
地
及
び
茨
城
中
央
工
業
団
地
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
緑
地
面
積
の
緩
和
な
ど

企
業
の
進
出
し
や
す
い
環
境
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
所
要
の
規
定
を
整
備
。

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
名
誉
町
民
の
選
定
に
つ
い
て

・
氏
名
　
小
川
　
菊
松
（
故
人
）

　
　
　
　
株
式
会
社
　
誠
文
堂
新
光
社

　
　
　
　
の
創
業
者

・
住
所
　
川
根
村
奥
谷
２
番
屋
敷

　
　（
現
在
の
茨
城
町
大
字
奥
谷
地
内
）

・
株
式
会
社
　
誠
文
堂
新
光
社
の
功
績

ゆ
う
ゆ
う
館
の
建
設
及
び
土
地
取

得
代
金
と
し
て
１
憶
５
千
万
円
を

寄
附
（
平
成
元
年
）、
本
庁
舎
建
設

の
際
に
日
本
庭
園
を
寄
贈
（
平
成

３
年
）、
書
物
を
図
書
館
に
毎
月

寄
贈
（
平
成
８
年
か
ら
）

　
　
 　
　
　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
立
小
中
学
校
指
導
者
用
情
報

機
器
端
末
等
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
 

・
契
約
の
相
手
方

水
戸
市
元
吉
田
町
１
０
７
４
番
地

の
１

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

茨
城
支
社
Ｌ
Ａ
営
業
部

部
長
　
下
村
　
浩
之

・
契
約
金
額
　
２
７
７
７
万
７
２
０
０
円

・
履
行
期
限
　
令
和
３
年
３
月
　
日
31

【
全
員
賛
成
】

※
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
る
契
約

と
は
…

　
町
で
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、

条
例
で
議
会
の
議
決
に
付
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
契
約
を
定
め
て
お
り
、

「
予
定
価
格
５
０
０
０
万
円
以
上
の

工
事
又
は
製
造
の
請
負
」
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
財
産
の
取
得
に
お
い
て
、

「
予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の
動

産
の
買
入
れ
」
な
ど
を
対
象
と
し
て

規
定
し
て
い
ま
す
。

川
澄
　
敬
子
 議
員

反
対
討
論
　

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

の
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
づ
く
り

や
、
町
内
各
種
施
設
の
感
染
防
止
対

策
な
ど
評
価
で
き
る
点
も
あ
り
ま
す

が
、
無
症
状
感
染
者
を
見
つ
け
出
し

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
や
、
介
護
施
設
や
医
療
機
関
な
ど

で
の
社
会
的
検
査
に
つ
い
て
町
独
自

の
支
援
が
必
要
で
す
。
農
業
を
基
幹

産
業
と
す
る
茨
城
町
に
お
い
て
、
新

規
就
農
者
を
増
や
す
条
件
整
備
が
必

要
で
す
が
、
町
の
令
和
３
年
度
予
算

で
の
新
規
就
農
者
の
枠
が
２
名
と
い

う
の
は
少
な
す
ぎ
ま
す
。

　
国
保
税
が
高
く
負
担
が
大
き
い
と

い
う
の
が
多
く
の
町
民
の
声
で
す
。

特
に
均
等
割
は
、
家
族
が
多
い
家
庭

ほ
ど
保
険
料
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
子
ど
も
の
均
等
割
の
減
免
を

求
め
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

を
増
や
し
、
国
保
税
の
値
下
げ
を
図

る
べ
き
で
す
。
介
護
保
険
施
行
か
ら

　
年
が
た
ち
、
介
護
保
険
料
は
発
足

20当
時
の
２
倍
以
上
と
な
っ
て
お
り
、

茨
城
町
介
護
保
険
料
は
県
内
で
も
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
の

国
庫
負
担
割
合
　
％
へ
の
引
き
上
げ

50

を
国
に
求
め
ま
す
。
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

討
　
　
　
　
論

　
採
決
に
先
立
ち
、
次
の
よ
う
な
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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魚　茨城町　議会だより

３月定例会のあらまし

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

審
議
未
了
と
な
っ
た
も
の

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳

情
　
　
　
　
　
　
　

　
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８－
　46

　
　
　
　
　
　
茨
城
教
育
会
館
２
Ｆ

　
　
茨
城
県
教
職
員
組
合

　
　
　
執
行
委
員
長
　
杉
山
 繁

ほ
か
１
２
２
名

人
　
　
　
事

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
の
一
般
選
挙
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
田
　
家
　
勇
　
作
　
議
員

【
指
名
推
選
に
よ
り
当
選
】

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
　

　
　
石
　
毛
　
常
　
己
  （
若
　
　
宮
）

        　
　
　
      【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
細
　
谷
　
丈
　
夫
　（
下
 土
 師
）

【
全
員
賛
成
】

補正後の額補正額補正前の額会　計　名
177億0151万円8億8512万円168億1639万円一　 般　 会　 計
38億7444万円2945万円38億4499万円国民健康保険特別会計
4億2478万円▲374万円4億2852万円後期高齢者医療保険特別会計
33億7074万円▲477万円33億7551万円介 護 保 険 特 別 会 計
4億7066万円▲200万円4億7266万円農業集落排水事業会計
10億9669万円▲411万円11億0080万円公 共 下 水 道 事 業 会 計
12億7742万円▲6333万円13億4075万円水 道 事 業 会 計

承認・可決された令和２年度補正予算
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一般会計補正予算の主な内容
感染症対策経済支援金給付事業費 1000万円
　感染症の影響により休業や生活に困窮された方の支援として、生活福祉資金特例貸付を受けた町内在
住者に対し、１人当たり５万円の支援金を支給する事業経費

医療従事者慰労金交付事業費 4650万円
　町内医療機関において勤務した医療従事者等に対し、１人当たり３万円の慰労金を支給する事業経費

新型コロナウイルス関連融資応援給付金給付事業費 2550万円
　感染症の影響により売上が減少し公的融資等の融資実行を受けた町内事業者に対し、１事業者当たり
10万円の支援金を支給する事業経費

経済対策プレミアム付商品券発行事業費 1億1468万円
　地域経済の活性化を目的とした第２弾のプレミアム付商品券発行に係る事業経費

新成人祝特別定額給付金事業費 658万円
　令和３年成人式の中止に伴い、新成人の方に１人当たり２万円の給付金を支給する事業経費

学校給食共同調理場施設再整備事業費 8億4069万円
本体工事、工事監理委託、厨房機器購入に係る事業経費　
※令和２年度 国の補正予算にて学校施設環境改善交付金が採択されたため、予算を前倒しして令和
２年度補正予算に計上したことによる増。



問 な
お
、
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
た
め
に
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
日
常
生
活
の
介
助
や
学

習
活
動
上
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
支
援
が
必
要

な
児
童
生
徒
の
増
加
に
よ
り
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
一
人
ひ
と
り
の
教
員
が
理
解
を
深
め
な
が
ら

の
適
切
な
支
援
、
保
護
者
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
町

独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

へ
の
補
助
や
福
祉
施

設
等
へ
の
社
会
的
検

査
を
行
う
べ
き
。
ま

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
の
具
体
的
方
法
や

情
報
の
周
知
、
相
談

窓
口
の
設
置
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

つ
い
て
は
、
発
熱
な

ど
の
症
状
の
あ
る
場

合
や
濃
厚
接
触
者
に
つ
い
て
は
、
行
政
検
査
が
実
施

問

答

　
　

学
習
障
害
児
（
読
み
書
き
に
困
難
が
あ
る
子
）

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
今

後
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　

学
習
障
害
は
、
小
学
校
入
学
後
、
学
習
を
進
め

て
い
く
中
で
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
特
質
上
、
医
療

機
関
に
お
け
る
診
断
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
護

者
か
ら
の
申
出
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
児
童
生
徒
を
含

め
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
学
習
障
害
を
含
め
た
発

達
障
害
は
多
様
で
あ
り
、
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
の
職
員
派
遣
や
特
別

支
援
学
校
の
教
員
を
招
い
て
の
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、
言
語
障
害
、
情

緒
障
害
に
対
応
す
る
教
室
を
設
置
し
、
そ
の
子
の
障

が
い
の
特
性
に
応
じ
た
個
別
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

川澄　敬子　議員

問答 一般質問
学
習
障
害
児
の
現
状
を
十

分
に
把
握
し
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
適
切
な
支
援
を

支
援
体
制
の
拡
充
を
図
っ
て

お
り
今
後
も
適
切
な
支
援
等

を
図
っ
て
い
く

特
別
障
害
者
手
当
制
度
の
周
知

方
法
に
工
夫
を

制
度
を
必
要
と
す
る
方
々
へ
情
報
が
行

き
届
く
よ
う
周
知
に
努
め
て
い
く

答

問答
町
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
補
助

と
社
会
的
検
査
の
実
施
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
情
報
の
行
き
届

く
周
知
と
相
談
窓
口
設
置
を

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
と
と
も

に
安
全
か
つ
確
実
な
接
種
に
向
け

た
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
く

問答
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
・
常
陽
の
避
難
計
画
等
に

つ
い
て
策
定
状
況
と
今
後
の
対
応
は

計
画
策
定
に
努
め
て
お
り
令
和
３
年
度

に
地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
予
定
し
て

い
る

問答

町民が安心して受けられるワクチン接種の実施を町民が安心して受けられるワクチン接種の実施を町民が安心して受けられるワクチン接種の実施を

さ
れ
て
い
る
。
自
由
な
検
査
が
拡
大
す
る
こ
と
で
医

療
機
関
及
び
検
査
機
関
を
圧
迫
し
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
独
自
の
補
助
は
今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。
ま
た
社
会
的
検
査
に
つ
い
て
は
入
所
施

設
の
み
県
が
実
施
し
て
い
る
。
訪
問
等
の
福
祉
施
設

に
つ
い
て
は
、
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
一
層
の
徹
底

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
と
な
っ
た
場

合
は
社
会
的
検
査
を
実
施
す
る
よ
う
、
県
や
保
健
所

に
働
き
か
け
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
か

か
り
つ
け
医
等
に
よ
る
個
別
接
種
と
集
団
接
種
を
併

用
す
る
。
町
民
へ
接
種
券
を
配
布
す
る
際
、
基
本
的

案
内
の
ほ
か
、
接
種
は
任
意
で
あ
る
こ
と
や
副
反
応

に
対
す
る
重
要
な
お
知
ら
せ
を
同
封
す
る
な
ど
周
知

に
努
め
る
。
ま
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
予

約
受
付
の
ほ
か
様
々
な
問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
応
じ

ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

茨城町　議会だより　亨

　　一般質問



　
　

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
う
つ
な

ど
心
が
不
調
で
あ
る
方
を
早
期
に
発
見
し
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
や
、
社
会
か
ら
孤
立
す

る
こ
と
な
く
、
本
人
が
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
無
理

な
く
介
護
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援

の
制
度
・
仕
組
み
の
構
築
、
そ
し
て
法
的
基
盤
の

整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
町
で
は
ケ
ア
ラ
ー

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
取

組
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
で
は
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
等
の
介
護
支
援
専
門
員
が
中
心
と
な

っ
て
、
利
用
者
や
そ
の
介
護
者
で
あ
る
ケ
ア
ラ
ー
の

悩
み
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
れ
る
よ
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
い
る
。
ま

た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
も
、
で
き
る
限
り
介
護

者
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
行
う
な
ど
、

支
援
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
役
場
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
お
い
て
は
、
介
護
問

題
、
健
康
や
障
が
い
、
虐
待
、
認
知
症
な
ど
年
間
で

４
０
０
件
を
超
え
る
相
談
に
対
応
し
て
お
り
、
困
難

な
事
案
に
つ
い
て
は
、
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
を
開
催

し
、
介
護
者
が
一
人
で
悩
ま
な
い
よ
う
、
多
数
の
専

門
職
と
一
緒
に
課
題
解
決
が
図
れ
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

答

岩松　律子　議員

問答 一般質問
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
を

行
い
ケ
ア
ラ
ー
の
方
に
寄
り

添
う
支
援
体
制
の
構
築
を

悩
み
と
不
安
解
消
に
向
け
た

相
談
体
制
や
支
援
施
策
の
充

実
を
図
っ
て
い
く

問

　
　

ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
が
必
要
で
あ
り
、

そ
し
て
ケ
ア
ラ
ー
も
「
大
切
な
一
人
で
あ
る
」
と
、

多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
周
知
と
啓
発

も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
地
域
で
支
え
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
事
業
者
の
方
の
理
解
は
、
介
護
離
職

を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
方
の
人
材
育
成
や
日
常
の
つ
な
が
り
も
必
要
で

あ
り
、
支
援
が
必
要
な
方
に
情
報
や
支
援
が
行
き
届

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制

定
や
ケ
ア
ラ
ー
手
帳
を
活
用
す
る
自
治
体
は
あ
る

が
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
今
後
ど

の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
く
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
介
護
者
の
実
態
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓
発
活
動
や
す
で
に
ゆ
う
ゆ

う
館
で
実
施
し
て
い
る
家
族
介
護
教
室
を
令
和
３
年

度
か
ら
地
域
ご
と
に
開
催
す
る
な
ど
、
介
護
に
対
し

て
の
理
解
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
推
進
し
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
、
介
護
を
受
け
て
い
る
方
や
介
護
者

が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
、
介
護
に
対
す
る
悩
み
と
不
安
解
消
に
向

け
た
相
談
体
制
及
び
支
援
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

答 問

享　茨城町　議会だより

一般質問



東
日
本
大
震
災
発
災
　
年
を
機
に

10

議
会
と
し
て
被
災
者
を
追
悼
い
た

し
ま
し
た

令和３年第２回定例会 会期日程（予定）

茨城町　議会だより　京

議会活動報告・お知らせ

審　議　等　の　内　容種 　別時 刻曜月/日期
全員協議会

10時木6/31
議案一括上程、提案理由説明本　会　議
議事調査休　　　会金6/42
議事調査休　　　会土6/53
議事調査休　　　会日6/64
一般質問、議案等の質疑
委員会付託本　会　議

10時月6/75
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時火6/86
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時水6/97
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時木6/108

議会運営委員会
10時金6/119 全員協議会

付託案件の報告、質疑、討論、採決本　会　議

　
令
和
３
年
３
月
　
日
、
本
会
議
場
に

11

て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
犠
牲
と
な

ら
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を

表
す
べ
く
、
午
後
２
時
　
分
、
１
分
間

46

の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

広
 報
 委
 員
 会
　

　
委
　員
　長
　
川
　
澄
　
敬
　
子

副
委
員
長
　
関
　
　
　
俊
　
治

委
　
　
員
　
髙
　
安
　
将
　
能

　
　
 〃
 　
　
根
　
崎
　
敏
　
夫

　
　
 〃
 　
　
鳥
羽
田
　
創
　
造

　
　
 〃
 　
　
入
　
野
　
富
　
男

　
議
員
出
席
状
況

３
月
定
例
会（
委
員
会
を
除
く
）

　
３
月
４
日
　
１
名
欠
席

　
　
　
　
日
　
１
名
欠
席

11

　
傍
聴
者
数

３
月
定
例
会
　
な
し

　
３
月
定
例
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
防
止
及

び
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
る
皆
様
の
健

康
を
守
る
観
点
か
ら
、
議
会
の
傍
聴
を

ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
６
月
定
例
会
の
傍
聴
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
５
月
　
日
開
催
予
定
の
議
会

27

運
営
委
員
会
に
お
い
て
協
議
決
定
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

▼
茨
城
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
議
会
の

ペ
ー
ジ
）

https://www.town.ibaraki.lg.jp/gy
ousei/gyousei/gikai/index.htm

l

傍
聴
に
関
す
る
お
知
ら
せ

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
）

新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書を町に提出
　町議会は、１月20日、新型コロナウイルス感染症の影響による町民の
不安解消と感染拡大防止のため、下記の事項についてさらなる対策の
強化を求める要望書を町に提出しました。
１　新型コロナウイルス感染症に関する正確な情報を収集し、町民間
の無用な混乱や誤解が生じないよう、積極的に情報発信し、広く情報
共有を図ること。
２　町有施設における集団感染を防ぐため、職員や利用者等のマスク
着用、消毒等の対策を徹底させるとともに、施設の休止や利用制限な
ど適切な措置を講じること。
３　感染症対策について、町民へ再度徹底するため、注意喚起に関する
文書を、コロナ基金等を活用し、新聞折込など効果の高い手法で周知
すること。
４　新型コロナウイルスワクチン接種実施対策本部等を設置し、町民ワクチン接種実施計画の策定や国・県
等の調整等を行うなど、迅速なワクチン接種体制を構築すること。


